
追
及
し
、
家
計
と
企
業
の
配
分
バ
ラ

ン
ス
の
歪
み
を
解
消
す
る
た
め
に

１
％
を
目
安
に
配
分
を
求
め
た
。
連

合
鳥
取
の
８
月
末
の
最
終
集
約
で

は
、
単
純
平
均
で
３
千
３
百
１
２
円

と
昨
年
よ
り
２
８
５
円
の
増
、
率

に
つ
い
て
も
０
・
25
ポ
イ
ン
ト
の
増

と
な
っ
た
。
本
当
に
厳
し
い
環
境
下

の
中
で
昨
年
を
上
回
る
結
果
を
引

き
出
し
た
こ
と
は
、
産
別
・
単
組
の

粘
り
強
い
交
渉
の
結
果
だ
と
考
え

る
。

　

２
０
１
２
春
闘
に
つ
い
て
も
、
昨

年
と
同
様
に
基
本
給
や
一
時
金
、

手
当
な
ど
を
含
め
た
給
与
総
額
で

１
％
を
目
安
に
配
分
を
追
及
す
る

方
針
が
12
月
の
「
連
合
中
央
委
員

会
」で
方
針
決
定
さ
れ
る
予
定
で
あ

る
。

　

そ
れ
を
受
け
、
来
年
１
月
の
「
拡

大
執
行
委
員
会
」で
連
合
鳥
取
の
方

針
を
決
定
し
た
い
。

《
政
治
課
題
》

　

09
年
８
月「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
か
ら

人
」へ
の
方
針
を
掲
げ
た
民
主
党
を

中
心
と
す
る
政
権
が
誕
生
し
歴
史

的
な
政
権
交
代
が
実
現
し
た
。
新
政

権
は「
国
民
の
生
活
が
第
一
」「
脱
官

僚
依
存
」等
を
掲
げ
て
踏
み
出
し
た

が
、
鳩
山
・
菅
両
政
権
は
重
要
課
題

が
先
送
り
さ
れ
る
な
ど
機
能
し
な

い
政
治
が
続
い
た
。
そ
の
後
、
野
田

政
権
が
誕
生
し
、
野
田
総
理
は
就
任

以
来「
分
厚
い
中
間
層
」に
つ
い
て

言
及
し
て
き
た
。
中
間
層
か
ら
こ
ぼ

れ
た
人
へ
の
雇
用
創
出
や
労
働
条

件
の
底
上
げ
、
セ
イ
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

の
強
化
が
急
が
れ
る
。
ラ
ス
ト
チ
ャ

ン
ス
の
政
権
与
党
と
自
覚
を
し
て
、

議
論
す
る
こ
と
は
徹
底
し
て
議
論

し
、
決
め
た
こ
と
に
つ
い
て
は
一
致

方
向
性
と
し
て
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

総
点
検
・
見
直
し
Ｐ
Ｔ
設
置
」を
確

認
し
た
。
以
後
、
議
論
が
深
ま
っ
て

い
く
と
思
う
。

《
組
織
強
化
・
拡
大
》

　

労
働
組
合
の
推
定
組
織
率
は
18
・

５
％
で
あ
る
。
連
合
は
組
織
拡
大
を

最
重
点
課
題
と
し
て
取
り
上
げ
、
現

在
の
６
８
０
万
か
ら
連
合
結
成
30

周
年
と
な
る 

２
０
２
０
年
を
目
途

と
す
る
中
期
目
標
と
し
て
「
１
千
万

人
連
合
の
実
現
」を
め
ざ
し
て
い
る
。

　

連
合
鳥
取
は
昨
年
も
３
万
２
千

人
を
目
標
に
組
織
拡
大
を
進
め
て

き
た
。
各
産
別
と
も
組
織
拡
大
を

図
っ
て
い
る
が
、
一
方
で
企
業
再
編

な
ど
に
よ
り
、
そ
れ
以
上
の
組
織

人
員
の
減
少
を
余
儀
な
く
さ
れ
て

い
る
。
毎
年
じ
り
じ
り
と
減
少
す
る

組
織
人
員
の
減
少
に
本
気
で
歯
止

め
を
か
け
る
対
応
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
る
。

　

ま
た
、
質
の
良
い
雇
用
を
求
め
る

と
と
も
に
、
非
正
規
労
働
者
の
賃
金

の
底
上
げ
や
労
働
条
件
の
向
上
の

た
め
に
も
非
正
規
労
働
者
の
組
合

員
化
を
急
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

非
正
規
労
働
者
、
未
組
織
労
働
者

の
組
織
化
を
進
め
る
こ
と
は
「
一
人

ひ
と
り
の
労
働
者
」を
守
り
、「
労
働

組
合
の
現
在
」を
守
り
、「
未
来
を
創

る
運
動
」で
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
お

互
い
が
認
識
し
、
各
産
別
と
連
携
し

課
題
に
真
正
面
か
ら
向
き
合
っ
て

い
こ
う
。

《
春
季
生
活
闘
争
》

　

２
０
１
１
春
季
生
活
闘
争
は
ヤ

マ
場
直
前
に
東
日
本
大
震
災
に
見

舞
わ
れ
大
変
な
状
況
下
で
の
闘
い

と
な
っ
た
。
直
近
の
ピ
ー
ク
時
で
あ

る
97
年
の
賃
金
水
準
へ
の
復
元
を

【
五
十
嵐
会
長
あ
い
さ
つ
要
旨
】　

　

一
昨
年
の
11
月
、
連
合
結
成
20

周
年
と
い
う
節
目
の
大
会
か
ら
２

年
が
経
過
し
た
。
そ
の
２
年
目
の
活

動
と
し
て
、
多
く
の
課
題
解
決
に
対

し
て
全
力
で
取
り
組
ん
で
き
た
。
と

も
に
運
動
に
結
集
い
た
だ
い
た
構

成
組
合
の
み
な
さ
ん
に
心
か
ら
の

敬
意
と
お
礼
を
申
し
上
げ
る
。
本
日

の
大
会
で
一
年
間
の
運
動
の
総
括

と
、
こ
れ
か
ら
の
運
動
の
発
展
に

繋
げ
て
い
く
よ
う
ご
議
論
を
お
願

い
申
し
上
げ
る
。

《
東
日
本
大
震
災
》

　

３
月
11
日
午
後
２
時
46
分
、
こ

れ
ま
で
に
経
験
し
た
こ
と
が
な
い

巨
大
地
震
と
そ
れ
に
続
く
津
波
が

東
日
本
を
襲
い
、
死
者
・
行
方
不
明

者
が
２
万
人
近
く
に
の
ぼ
る
未
曾

有
の
大
災
害
と
な
っ
た
。
加
え
て
、

現
在
も
続
く
福
島
第
一
原
発
事
故

に
よ
る
放
射
能
放
出
に
よ
り
、
か

つ
て
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
複
合

型
の
災
害
と
な
っ
た
。
被
災
さ
れ
た

多
く
の
方
々
に
改
め
て
心
か
ら
お

見
舞
い
を
申
し
上
げ
る
。

　

連
合
は
、
直
ち
に
災
害
救
援
本
部

を
設
置
し
、
被
災
地
に
約
６
千
人
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
派
遣
し
た
。
延
べ

日
数
換
算
す
る
と
３
万
５
千
人
以

上
を
数
え
る
。
鳥
取
県
か
ら
も
産
別

を
通
じ
て
、
現
地
へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
多
く
の
組
合
員
の
み
な
さ
ん

が
参
加
し
て
い
る
。
こ
の
活
動
は

い
っ
た
ん
区
切
り
を
つ
け
、
今
後
は

被
災
地
の
ニ
ー
ズ
に
基
づ
き
な
が

ら
、
連
合
と
し
て
新
た
な
復
旧
・
復

興
の
取
り
組
み
を
し
て
い
く
。

　

ま
た
、
連
合
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

に
つ
い
て
は
「
連
合
第
１
回
執
行
委

員
会（
11
年
10
月
27
日
）」で
連
合
の

　連合鳥取は11月25日（金）、倉吉未来中
心・小ホールにおいて「第19回定期大会」
を開催し、１年間の総括と新年度の運動
方針、東部・中部地協の専従事務局長を
含む2012－2013年度役員体制を確認し
ました。

地域に根ざした顔の見える運動を前進させ、『働くことを軸とする安心社会』を実現しよう

大会議長団あいさつ
〔清水代議員（自治労）：左・藤岡代議員（紙パ連合）〕
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副 会 長 本 川　博 孝
（ 自 治 労 ）

〃 小 椋 昌 美
（ Ｊ Ａ Ｍ ）

〃 奥 田　　　剛
（ 私 鉄 総 連 ）

〃 《男女平等推進特別枠》

事務局長 田 中　　　穂
（ 電 力 総 連 ）

副事務局長 吉 田　　　正
（ Ｊ Ａ Ｍ ）

〃 岸 本 和 彦
（ 電 機 連 合 ）

〃 山 田 秀 之
（ 自 治 労 ）

〃 井 上 準 一
（ Ｊ Ｒ 連 合 ）

執行委員 弘 中 光 典
（ＵＩゼンセン同盟）

〃 竹 内 克 徳
（ 電 機 連 合 ）

〃 前 田 厚 彦
（ 日 教 組 ）

〃 佐 貫　　馨
（ Ｊ Ｒ 連 合 ）

〃 小 山 英 明
（ Ｊ Ｐ 労 組 ）

〃 石 田 信 夫
（ 農 団 労 ）

〃 井 本 寿 弘
（ 電 力 総 連 ）

会 　 長 五十嵐　美知義
（ＵＩゼンセン同盟）

執行委員 本 岡 厚 志
（ 情 報 労 連 ）

〃 松 崎 浩 哉
（ 運 輸 労 連 ）

〃 盛 山 敦 史
（フ ー ド 連 合）

〃 福 島　政 文
（サービス・流通連合）

〃 楮 原 昌 宏
（ 全 水 道 ）

〃 小 沼 寛 明
（ 国 税 労 組 ）

〃 廣 田 一 之
（ 国 公 総 連 ）

〃 12月定期総会で選出予定

12月定期総会で選出予定

12月定期総会で選出予定

12月定期総会で選出予定

12月定期総会で選出予定

（青 年 委 員 会）

〃 （女 性 委 員 会）

〃 （東 部 地 域 協 議 会）

〃 （中 部 地 域 協 議 会）

〃 （西 部 地 域 協 議 会）

会計監査 上 本 浩 二
（ 国 公 総 連 ）

〃 森 上　　　章
（ 全 労 金 ）

〃 大 西　　　甚
（自 動 車 総 連）

〃 中 嶋 逸 公
（ 交 通 労 連 ）

〃 春 木 正 浩
（ 紙 パ 連 合 ）

協
力
し
て
い
く
、
責
任
あ
る
与
党
と

し
て
の
対
応
を
願
う
。

　

本
年
４
月
の
統
一
地
方
選
挙
は
、

こ
れ
ま
で
の
民
主
党
へ
の
失
望
感
な

ど
と
相
俟
っ
て
与
野
党
対
決
の
首
長

選
挙
や
道
府
県
・
市
町
村
選
挙
で
も

議
席
を
大
き
く
減
ら
し
、
鳥
取
県
で

も
大
変
厳
し
い
選
挙
と
な
っ
た
。

　

知
事
選
で
は
、連
合
の
推
薦
の「
平

井
伸
治
」氏
は
、
こ
れ
ま
で
の
県
政
の

実
績
と
、
今
後
の
政
策
実
行
へ
の
期

待
と
し
て
、
多
く
の
県
民
か
ら
の
支

持
を
受
け
て
圧
勝
し
た
。

　

県
議
選
で
は
、連
合
は「
一
人
で
も

多
く
の
代
弁
者
を
増
や
す
」と
い
う

こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
多
く
の

推
薦
・
支
持
候
補
者
を
決
定
し
臨
ん

だ
結
果
、
８
名
の
当
選
を
果
た
す
こ

と
が
で
き
た
。
こ
の
逆
風
の
中
で
何

と
か
戦
い
抜
け
た
こ
と
は
、
構
成
組

織
の
役
員
・
組
合
員
の
み
な
さ
ん
の

力
の
結
集
で
あ
り
、
最
後
の
最
後
ま

で
支
援
を
い
た
だ
き
重
ね
て
お
礼
申

し
上
げ
る
。一
方
で
、連
合
鳥
取
の
支

持
の
条
件
を
履
行
す
る
こ
と
が
で
き

な
く
な
り
、
支
持
取
り
消
し
と
い
う

議
員
が
出
た
こ
と
は
本
当
に
残
念
で

あ
る
。

《
地
域
に
顔
の
見
え
る
運
動
》

　

連
合
は
、
職
場
・
地
域
で
「
顔
の
見

え
る
運
動
」を
推
進
し
よ
う
と
「
連

合
第
３
回
定
期
大
会（
93
年
）」で
呼

び
か
け
、「
地
域
に
根
ざ
し
た
顔
の
見

え
る
運
動
」の
実
現
を
め
ざ
し
て
地

方
連
合
会
の
強
化
が
打
ち
出
さ
れ
た
。

「
連
合
第
９
回
定
期
大
会（
05
年
）」

で
は
地
協
の
再
編
と
強
化
を
決
定
し
、

最
終
的
に
は
「
12
年
の
６
月
ま
で
に

３
０
０
地
協
の
専
従
体
制
を
確
立
す

る
」こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　

連
合
鳥
取
も
「
第
14
回
定
期
大
会

（
06
年
）」に
お
い
て
地
協
活
動
強
化

方
針
の
中
間
報
告
を
と
り
ま
と
め
、

西
部
地
協
を
モ
デ
ル
地
協
と
し
て
取

り
組
ん
で
き
た
。
本
日
の
大
会
で
連

合
鳥
取
の
各
地
協
の
専
従
も
県
連
合

の
副
事
務
局
長
兼
務
と
し
て
確
認

を
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
こ

と
は
、
こ
れ
ま
で
の
地
協
の
悲
願
で

あ
っ
た
と
と
も
に
、
地
協
運
動
再
生

の
ス
タ
ー
ト
で
も
あ
る
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
連
合
鳥
取
組
合
員

の
み
な
さ
ん
に
し
っ
か
り
「
連
合
の

顔
が
見
え
る
運
動
」を
実
現
さ
せ
る

こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
外
部
に
対
し
て

も
「
連
合
の
運
動
が
見
え
る
」よ
う
実

行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

《�「
働
く
こ
と
を
軸
と
す
る
安
心
社

会
」の
実
現
》

　

連
合
は
連
合
結
成
10
周
年
に
お

い
て
「
労
働
を
中
心
と
し
た
福
祉
型

社
会
」を
め
ざ
し
て
運
動
を
進
め
て

き
た
。
一
昨
年
の
連
合
結
成
20
周
年

の
際
に
は
、
私
た
ち
が
向
か
う
社
会

像
を
再
度
議
論
し
、
10
年
前
の
バ
ー

ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
と
し
て
「
働
く
こ
と

を
軸
と
す
る
安
心
社
会
」、
す
な
わ
ち

『
働
く
こ
と
に
最
も
重
要
な
価
値
を

置
き
、
誰
も
が
公
正
な
労
働
条
件
の

も
と
多
様
な
働
き
方
を
通
じ
て
社
会

に
参
加
で
き
、
社
会
的
・
経
済
的
に
自

立
す
る
こ
と
を
軸
と
し
、
そ
れ
を
相

互
に
支
え
合
い
、
自
己
実
現
に
挑
戦

で
き
る
セ
イ
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
が
組
み

込
ま
れ
て
い
る
、
活
力
あ
ふ
れ
る
参

加
型
の
社
会
』と
い
う
新
た
な
社
会

像
が
「
連
合
第
59
回
中
央
委
員
会（
10

年
12
月
）」で
確
認
さ
れ
た
。

　

連
合
は
そ
の
社
会
の
実
現
に
向
け
、

連
合
構
成
組
織
が
一
体
と
な
り
運
動

を
推
し
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
加
え
て
、
こ
れ
ま
で
の
労
働

運
動
が
自
ら
創
り
上
げ
て
き
た
労
働

金
庫
や
全
労
済
、
労
福
協
な
ど
の
労

働
者
福
祉
団
体
と
連
携
を
密
に
し
な

が
ら
、
我
々
の
め
ざ
す
社
会
の
実
現

と
、
地
域
に
根
ざ
し
た
顔
の
見
え
る

運
動
を
展
開
し
て
い
く
決
意
で
あ
る
。

《
お
わ
り
に
》

　

各
構
成
組
織
組
合
員
の
み
な
さ
ん

の
連
合
鳥
取
へ
の
結
集
を
一
層
高
め

て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
連
合
鳥
取

の
向
こ
う
１
年
間
の
運
動
を
よ
り
確

か
な
も
の
に
し
て
い
く
、
そ
の
決
意

を
込
め
て
あ
い
さ
つ
と
す
る
。

《ごあいさついただいた来賓のみなさま》

《議案討議の様子》～発言された代議員～

全国農団労
自治労
フード連合

上段左より／

左より／平井鳥取県知事・水谷連合副事務局長・森田鳥取労働局長

《退任役員》～お世話になりました～

仲田敏幸（電力総連）写真左

三村貴志（全国ガス）写真右
・執行委員

川戸敏幸（全水道）・会計監査

　　　 湯原民主党鳥取県連代表（衆議院議員）・川上参議院議員

下段左より／日教組・日教組・ＪＲ総連・自治労
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　11月13日（日）、「東部地協自然環境保全活動2011」を参加者41名のもと開催しました。
　今回は国府町をボランティアガイドの方と一緒に貸し切りバスで巡る活動でした。
　まず、因幡万葉歴史館で古代の生活実態を学び、自然は当たり前にあるものではないということがよくわかりました。
　次に殿ダムを見学しました。建設にあたり自然との調和を損なわないように原石を使用して造られています。袋川の
水量を調整して市内を洪水から守り、上水道 、工業用水道へ供給されます。ダムの下に広大な土地ができ、どのように
使うか協議が行われています。
　その横には袋川発電所があります。自然にあり、尽きることなく利用できる再生可能エネルギーで発電し、発電した
後の水を近くに流し下流域の水量を確保するようにした直下型の環境に優しいダムです。
　その後行った雨滝では20年前に産廃処分場を造る計画があり、連合鳥取でも反対の署名活動等を行い計画は中止となりま
した。また自然を守るため付近の山林を町が買上げたそうです。
　最後に上地の「扇の里交流館」で昼食をとりながら、通称｢京ヶ
原｣という棚田保全活動の話を聞きました。放棄田が無く活発
な活動がされています。しかし高齢者が多く、活動を維持して
いくのも年々大変であり、4月と8月にはボランティアによる
用水路の掃除をしていただいているそうです。みなさん参加
されませんか？爽快な汗をかけると思います。
　　　　　　　　（寄稿　東部地協副議長　西 川 光 治 さん）

東部地協「自然環境保全活動 2011」を実施

大会宣言
　東日本大震災は、わが国観測史上最大の地震と大津波そして福島第一原子力発電所の事故という未曾有の複合的大災害となった。８カ月が経
過した今も、被災地はもとより、わが国全体の社会 、経済に深刻な影響を及ぼしており、一刻も早い復興・再生が急がれる。
　そのためには雇用の維持・創出は必須である。働くことによって、日々のくらしを取り戻し、職場と地域が再生していくことが求められる。
　わが国は、急速な少子高齢化の進行 、長期にわたるデフレ 、非正規雇用の増大 、格差・貧困問題など持続可能性を脅かす構造問題に直面している。
これに加えて、円高や国際金融危機など内外の情勢は一層厳しさを増しており、輸出産業はもとより、地域経済や雇用にも深刻な影響を与えている。
　これらの問題を解決していくことは焦眉の急であるが、なによりも被災地の復興・再生が、活力ある日本再生の先導的役割を担うものであり、
わが国が抱えるこれら構造問題の克服につなげていかなければならない。
　連合は、大震災以降 、半年間にわたり多くの仲間を救援ボランティアとして派遣しつづけ、顔の見える連合運動としても高い評価を得た。この
取り組みを通じて、私たちは絆の大切さを実感し合い、連合運動の持つ力の大きさを再確認できた。
　連合は、わが国がめざすべき社会像として「働くことを軸とする安心社会」を提起し、実現に向けて歩み始めている。働くことに最も重要な価
値を置き、誰もが公正な労働条件のもと多様な働き方を通して社会に参加し、社会的にも経済的にも自立し、相互に支えあい、人と人とのつなが
りを強めていく。まさに「絆」を大切にするこの社会をめざすことこそ、復興・再生につながる。連合は、この「安心社会」の実現に向けて、その持
てるすべての力を注いでいく。
　私たち連合鳥取は、「働くことを軸とする安心社会」の実現に向け、連合鳥取に結集する２万８千人の組合員が一丸となり運動への「参画」と組
織の「拡大」をはかり、労働組合が社会的インフラとしての役割を発揮していく。あわせて、「地域に根ざした顔の見える運動」を前進させ、地域で
より信頼される運動の構築をめざし、構成組織・地協との連携を一層強化するとともに、志を同じくする幅広い人々や組織 、団体との連携もはか
り、新年度の運動を力強く展開していく。
　地域に根ざした顔の見える運動を前進させ、「働くことを軸とする安心社会」を実現しよう！
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ２０１１年１１月２５日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　連合鳥取第１９回定期大会

2012春季生活闘争基本構想　《連合第1回中央執行委員会／2011.10.27》抜粋
■2012春季生活闘争の展開
　2012春季生活闘争の展開については、すべての労働者の処遇改
善に向けて昨年同様 、マクロ的観点から、すべての労働組合が１％
を目安に賃金を含め、適正な配分を求めていく。
　なお、産業・企業によってそれぞれおかれた環境には違いがある
ことについて相互に理解し合う。
１．賃上げ要求
　①�すべての労働組合が１％を目安に賃金を含めた適正な配分の

追求を実施
　②�所得と生活水準の低下に歯止めをかけるため、賃金カーブ維

持分の確保
　③�賃金制度が未整備な組合は産別の指導のもとで、制度の確立・

整備に向けた取り組みを強化
２．総実労働時間の縮減によるワーク･ライフ･バランスの実現
　①�「連合中期時短方針（2007年7月中執確認）」を踏まえた展開の

継続実施
　②�労働時間規制の取り組み（36協定(特別条項付協定)の点検 、適

正化等の取り組み、インターバル規制等）
　③時間外割増率の引き上げ
　④�今後の具体的なワーク・ライフ・バランスの取り組みに活かす

ため、今夏の電力供給不足への多様な働き方による対応の検
証と課題整理

３．企業内最低賃金の取り組みの抜本強化
　①企業内最低賃金の協定の締結拡大 、水準の引き上げと協定化
　②�企業内最低賃金の適正な水準での協定化と特定（産業別）最低

賃金の水準引き上げ

　③�介護やサービス産業など第三次産業分野の特定（産業別）最低
賃金の新設

４．一時金水準の向上・確保
５．ワークルールの取り組み
　①労働関係法令遵守の徹底
　②65歳までの雇用確保～高齢者雇用「2013年問題」に向けた対応
　③快適な職場づくり～安全配慮義務の履行
６．男女間賃金格差是正の取り組み
７．「運動の両輪」としての「政策・制度実現の取り組み」
　 ①�新成長戦略の推進による雇用創出・人材育成 、地域活性化に向

けた中小企業・地場産業等の育成・支援
　②安心社会を支える社会保障・税の一体改革の実現
　③生活できる水準へ最低賃金の早期引き上げ
　④非正規労働者の均等・均衡処遇の確立
　⑤民主的な公務員制度改革と労働基本権の確立
　⑥公契約基本法の制定を含む公契約の適正化

■すべての組合が取り組むべき課題（ミニマム運動課題）
　すべての組合が共闘して取り組む課題として、以下の4つの項目
を「ミニマム運動課題」として設定し、労働組合運動の求心力を高
めるとともに、交渉結果の社会的波及をめざす。
　① 賃金制度の確立・整備と賃金カーブ維持分の明示・確保
　② 非正規労働者を含めたすべての労働者を対象とした待遇改善
　③ 企業内最低賃金協定の締結拡大と水準の引き上げ
　④ �産業実態をふまえた総実労働時間の短縮 、時間外・休日労働の

割増率の引き上げ等

発電所建設工事の説明
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◇全国農団労（ＪＡ鳥取労連）◇

　　■世界食料デーは10月16日
　全国農団労では国際食糧機関（ＦＡＯ）が定めた「世界食料デー」の「10月16日」
に毎年、食糧問題について世間に広くアピールする行動を行っています。目的は世界
から飢餓をなくすこと、「みんなで食べる幸せ」を訴え、県民・市民には世界から食
料を買いあさる日本の原状を改め、食料自給率の向上が必要であると訴えています。
　例年は街頭宣伝とチラシ配布、地元農産物提供を行っています。今年は10月15日
に鳥取市賀露の「わったいな」で県下労組員を対象に料理教室を行いました。地産
地消にこだわり、食べ物くずを出さない、食べ物を捨てないことを基本に食育の大切さを学びました。
　おりしも国論を二分するＴＰＰ交渉参加の是非が問われています。現在でも食の６割を輸入に頼っており、ＴＰＰ参加とな
れば農畜産物の輸入がさらに増えると思われます。どうして自給率50％が達成できるのか理解に苦しむところです。食の安
全・安心、緑・水・環境保全は農山村に住み、農林業に携わる人たちのおかげで達成される、それを支えるのは消費者でもあ
ります。ＪＡ鳥取労連は日本農業再建に向けて生産者と消費者のかけはしになりたいと考えています。
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産別・単組
活動紹介

青年委員会“産別交流会”を開催

■１2月18日（日）10時00分～
■倉吉市・伯耆しあわせの郷

■2012年１月25日（水）
　　　　　　　　16時30分～
■鳥取市・白兎会館

■2012年１月28日（土）
　　　　　　　　13時30分～
■琴浦町・まなびタウンとうはく

《内容》
■2011年度活動報告
■2011年度会計決算、監査報告
■議案
　・2012年度運動方針（案）
　　　　　　　　　   について
　・2012年度予算（案）について
　・役員選挙
　・その他　　　

◇東部地協（第18回）
　・日時／12月14日（水）18時30分～
　・場所／白兎会館
◇中部地協（第17回）
　・日時／12月16日（金）18時30分～
　・場所／倉吉未来中心
◇西部地協（第17回）
　・日時／12月16日（金）18時00分～
　・場所／米子コンベンションセンター
《内容》
■2011年度活動報告
■2011年度会計決算、監査報告
■議案   ・2012年度運動方針（案）について
　　　　・2012年度予算（案）について
　　　　・役員選挙
　　　　・その他　　　　

■１２月８日(木)・９日（金）

■連合鳥取非正規労働センター事務所
いずれも10時00分～19時00分

お気軽にお電話ください

連合鳥取は「労働相談ダイヤル」を通念的（平日）に
開設し、労働者のみなさまからの労働問題に関する
様々な相談事をフリーダイヤルで受け付けています。

連合鳥取

いこうよれんごうにいこうよれんごうに

相
談
無
料
・
㊙

　11月20日（日）、倉吉市の白壁土蔵郡・赤瓦にて38名の参加のもと、「産別交流会」を
開催しました。
　今回の産別交流会では国重要伝統的建造物郡保存地区である白壁土蔵郡・赤瓦の散
策および陶芸体験を行いました。
　まず、白壁土蔵郡・赤瓦の散策では、伝統的建造物についてガイドをいただきながら当
時の生活について知るとともに倉吉の歴史に触れることができました。
　次に陶芸体験では、先生の説明を聞きながら慣れない手付きで思い思いの作品を作り
ました。なかなか思う様に行かず陶 芸の難しさを実感しながらも実 際に自分の作った物
が作品になる喜びも感じることができました。
　最後に昼食をとりながらの懇親会を行い、おいしい食事と共に途中、豪華景品を賭けた
ビンゴゲームで盛り上がりながら組合員相互の交流を深めることができました。
　今回の活動では、家族での参加や女性の参加者も多く幅広い組合員での活動ができ、
大変有意義な活動になりました。　　　（寄稿 青年委員会副委員長 北 谷 重 陽 さん）

陶芸体験

白壁土蔵郡の散策

10月16日は世界食糧デーです
健康・環境・農業のことを考えよう！
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